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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
シ
ラ
ヌ
イ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
０
３
２
Ｋ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
二
代
目
カ
ン
レ
キ
が
、
襲
名
し
始
め
て
、
新
た
な
戦
い
が
始
ま
る
。
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第
一
話
　
　
始
ま
り
と
二
代
目
の
謎
（
前
書
き
）

シ
ラ
ヌ
イ
と
カ
ン
レ
キ
、
見
比
べ
て
く
だ
さ
い
。
と
て
も
面
白
い
の
で
比
較
し

た
後
、
何
処
が
ど
う
違
う
か
を
簡
潔
に
感
想
に
書
い
て
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
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第
一
話
　
　
始
ま
り
と
二
代
目
の
謎

元
素
１
１
２
柱
代
表
、
ア
ス
タ
チ
ン
。

「
前
の
、
カ
ン
レ
キ
は
、
引
退
し
た
。
二
代
目
が
襲
名
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

」新
人
、
コ
ペ
ル
ニ
シ
ウ
ム
は
、
レ
ン
ト
ゲ
ニ
ウ
ム
に
質
問
し
た
。

「
貴
方
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
部
隊
を
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
？
」

「
ざ
っ
と
、
７
５
の
部
隊
を
持
つ
こ
と
に
な
る
な
。
」

コ
バ
ル
ト
は
、
今
回
の
実
行
者
。

彼
は
、
８
０
の
部
隊
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
の
舞
台
の
リ
ー
ダ
ー
、
ロ
ン
ヴ
二
代
目
が
い
た
。

二
代
目
カ
ン
レ
キ
は
、
ま
だ
現
れ
な
い
。

二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
コ
バ
ル
ト
に
話
し
か
け
た
。

「
カ
ン
レ
キ
は
、
お
そ
ら
く
現
役
で
し
ょ
。
」

「
二
代
目
は
、
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
」

し
か
し
、
二
代
目
カ
ン
レ
キ
は
、
存
在
し
て
い
た
。
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そ
れ
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
で
あ
っ
た
。
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第
一
話
　
　
始
ま
り
と
二
代
目
の
謎
（
後
書
き
）

次
回
は
、
第
二
話
シ
ラ
ヌ
イ
は
二
代
目
カ
ン
レ
キ
だ
！
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第
二
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
は
二
代
目
カ
ン
レ
キ
だ
！
（
前
書
き
）

シ
ラ
ヌ
イ
を
探
そ
う
と
し
て
い
る
二
代
目
ロ
ン
ヴ
。
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第
二
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
は
二
代
目
カ
ン
レ
キ
だ
！

二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
い
ら
つ
い
て
い
た
。

「
お
前
ら
４
人
で
、
二
代
目
カ
ン
レ
キ
を
探
せ
。
探
し
た
ら
即
効
殺
せ
。
」

初
代
カ
ン
レ
キ
は
、
特
大
長
と
い
う
正
義
軍
団
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

正
義
軍
団
の
階
級
は
、
特
大
長
、
大
長
、
中
長
、
小
長
、
大
部
佐
、
中
部
佐
、

小
部
佐
、
外
道
３
部
、
外
道
２
部
、
外
道
１
部
と
な
っ
て
い
る
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
大
部
佐
と
い
う
階
級
で
あ
る
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
変
形
す
る
と
ロ
ケ
ッ
ト
型
戦
闘
機
に
な
る
。

ど
う
や
ら
、
趣
味
で
カ
ン
レ
キ
に
修
業
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ら
し
い
。

「
ロ
ン
ヴ
の
奴
、
甚
だ
し
い
と
思
わ
な
い
の
か
？
」

「
来
た
ぞ
、
愚
か
な
正
義
軍
団
。
」
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「
や
る
ぜ
！
」

４
体
が
、
一
斉
に
攻
撃
し
た
。

そ
の
最
中
に
、
シ
ラ
ヌ
イ
が
、
ロ
ン
ヴ
の
部
下
の
部
下
を
攻
撃
し
て
い
た
。

「
カ
ン
レ
キ
師
匠
、
敵
が
多
い
気
が
し
ま
す
。
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
、
お
困
り
な
ら
助
立
ち
を
す
る
。
」

正
義
軍
団
の
基
地
か
ら
、
キ
ュ
ー
ブ
型
ミ
サ
イ
ル
を
１
０
０
発
、
発
射
し
た
。

そ
の
後
、
４
体
の
部
下
が
気
が
付
い
た
。

や
ば
い
、
あ
の
中
に
シ
ラ
ヌ
イ
が
い
た
。
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第
二
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
は
二
代
目
カ
ン
レ
キ
だ
！
（
後
書
き
）

次
回
は
、
第
三
話
シ
ラ
ヌ
イ
の
パ
ワ
ー
。
お
楽
し
み
に
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第
三
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
パ
ワ
ー
（
前
書
き
）

シ
ラ
ヌ
イ
の
力
、
恐
る
べ
し
。
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第
三
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
パ
ワ
ー

「
シ
ラ
ヌ
イ
の
野
郎
が
、
此
処
に
い
た
と
は
。
」

四
体
の
部
下
が
、
襲
っ
て
き
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ロ
ン
グ
カ
ノ
ン
砲
で
ビ
ー
ム
を
発
射
し
た
。

四
体
全
員
が
全
滅
し
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
カ
ン
レ
キ
に
連
絡
し
た
。

「
あ
ー
、
シ
ラ
ヌ
イ
ど
う
し
た
。
」

「
カ
ン
レ
キ
師
匠
、
敵
軍
の
影
が
映
っ
て
き
ま
す
。
」

「
敵
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
誰
だ
？
」

「
二
代
目
ロ
ン
ヴ
で
す
。
」
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「
二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
コ
バ
ル
ト
に
従
う
者
だ
。
階
級
は
、
大
部
佐
。
」

「
部
下
を
４
体
い
ま
し
た
。
」

「
ロ
ン
ヴ
の
部
下
の
階
級
は
、
イ
チ
モ
ク
ノ
ン
は
、
外
道
三
部
。
ナ
ナ
セ
ブ
ン

は
、
外
道
二
部
。
コ
ー
マ
は
、
中
部
佐
。
キ
リ
マ
サ
リ
ニ
ー
ム
ブ
は
、
外
道
二

部
。
最
後
に
、
リ
オ
ン
ナ
イ
ド
ヴ
ェ
グ
は
、
小
部
佐
。
と
い
う
こ
と
だ
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ロ
ン
ヴ
と
戦
う
準
備
を
整
え
た
。
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第
三
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
パ
ワ
ー
（
後
書
き
）

次
回
は
、
第
四
話
　
二
代
目
ロ
ン
ヴ
の
つ
ら
い
罠
。
お
楽
し
み
に
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第
四
話
　
　
二
代
目
ロ
ン
ヴ
の
つ
ら
い
罠
（
前
書
き
）

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
そ
れ
に
引
っ
掛
か
っ
て
し
ま
う
が
？
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第
四
話
　
　
二
代
目
ロ
ン
ヴ
の
つ
ら
い
罠

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
二
代
目
ロ
ン
ヴ
を
攻
撃
を
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
瞬
間
的
に
消
え
た
。

「
な
に
っ
、
消
え
や
が
っ
た
。
」

二
代
目
ロ
ン
ヴ
に
と
っ
て
、
シ
ラ
ヌ
イ
は
、
厄
介
な
敵
で
あ
っ
た
。

今
回
は
、
罠
を
放
た
れ
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
に
と
っ
て
大
ピ
ン
チ
で
あ
る
。

カ
ン
レ
キ
は
、
二
代
ロ
ン
ヴ
の
動
き
を
読
も
う
と
し
て
い
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
、
動
き
が
速
い
ぞ
。
解
析
で
き
る
か
？
」

「
解
析
し
て
み
ま
す
。
二
代
目
ロ
ン
ヴ
の
速
度
は
、
音
速
と
同
じ
ス
ピ
ー
ド
で

す
。
」
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「
シ
ラ
ヌ
イ
、
避
け
て
い
て
く
れ
。
此
処
は
私
が
や
る
。
」

カ
ン
レ
キ
の
思
い
も
よ
ら
ぬ
作
戦
と
は
一
体
？

次
回
に
続
く
！
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第
四
話
　
　
二
代
目
ロ
ン
ヴ
の
つ
ら
い
罠
（
後
書
き
）

次
回
は
、
第
五
話
　
カ
ン
レ
キ
の
最
高
作
戦
。
お
楽
し
み
に



18

第
五
話
　
カ
ン
レ
キ
の
最
高
作
戦

カ
ン
レ
キ
が
く
る
ま
で
待
っ
て
い
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
敵
軍
か
ら
３
０
０
光
年
離
れ
た
。

敵
軍
が
散
ら
ば
り
始
め
た
。

「
カ
ン
レ
キ
師
匠
は
、
少
し
見
て
い
る
の
か
な
？
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
し
ば
ら
く
し
て
い
る
と
カ
ン
レ
キ
師
匠
を
見
つ
け
た
。

「
敵
軍
は
、
何
処
に
い
る
ん
だ
？
」

「
あ
そ
こ
で
す
。
」

「
敵
軍
が
、
こ
っ
ち
に
近
づ
い
て
く
る
ぞ
。
」

敵
軍
は
、
二
代
目
ロ
ン
ヴ
と
と
も
に
移
動
し
て
い
た
。
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カ
ン
レ
キ
は
、
す
ご
い
作
戦
を
思
い
つ
い
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
、
良
い
作
戦
が
思
い
つ
い
た
。
」

「
そ
れ
は
何
で
す
か
？
」

「
と
て
も
良
い
誘
導
作
戦
だ
。
」

「
や
っ
て
み
ま
す
。
」

二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
追
い
か
け
て
き
た
。
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第
五
話
　
カ
ン
レ
キ
の
最
高
作
戦
（
後
書
き
）

次
回
は
、
第
六
話
　
相
手
に
与
え
た
絶
望
感
。
お
楽
し
み
に
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第
六
話
　
相
手
に
与
え
た
絶
望
感

シ
ラ
ヌ
イ
と
カ
ン
レ
キ
は
、
二
代
目
ロ
ン
ヴ
が
来
た
こ
と
に
よ
し
っ
と
思
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
簡
単
に
狙
い
定
め
ら
れ
る
の
に
良
い
作
戦
を
考
え
付
い
て
い
る
。

「
相
手
を
絶
望
に
さ
せ
る
方
法
は
も
う
知
っ
て
い
る
か
な
？
シ
ラ
ヌ
イ
。
」

「
カ
ン
レ
キ
殿
が
教
え
た
通
り
に
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
」

「
そ
の
通
り
だ
、
一
緒
に
や
る
ぞ
。
」

「
了
解
。
」

二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
カ
ン
レ
キ
の
姿
を
見
て
攻
撃
の
準
備
を
整
え
て
い
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
針
型
の
ミ
サ
イ
ル
を
１
０
０
０
発
撃
っ
た
。

二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
大
ダ
メ
ー
ジ
を
食
ら
っ
た
。
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「
く
そ
、
相
手
は
一
体
ど
こ
な
ん
だ
？
」

カ
ン
レ
キ
は
、
キ
ュ
ー
ブ
型
の
ミ
サ
イ
ル
を
５
０
発
、
二
代
目
ロ
ン
ヴ
に
攻
撃

し
た
。

二
代
目
ロ
ン
ヴ
の
体
が
少
し
ず
つ
壊
れ
か
け
て
い
た
。

カ
ン
レ
キ
と
シ
ラ
ヌ
イ
は
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
。

「
次
の
手
を
撃
つ
ぞ
。
シ
ラ
ヌ
イ
！
」

「
分
か
り
ま
し
た
カ
ン
レ
キ
殿
。
」
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第
六
話
　
相
手
に
与
え
た
絶
望
感
（
後
書
き
）

次
回
、
第
七
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
勝
利
。
お
楽
し
み
に
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第
七
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
勝
利
（
前
書
き
）

面
白
い
展
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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第
七
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
勝
利

カ
ン
レ
キ
と
シ
ラ
ヌ
イ
は
、
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
。

二
代
目
ロ
ン
ヴ
に
と
っ
て
は
、
相
当
な
屈
辱
。

「
貴
様
等
、
こ
れ
以
上
攻
撃
を
す
る
の
な
ら
容
赦
は
し
な
い
。
ぶ
っ
殺
し
て
く

れ
る
！
」

二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
叫
ん
だ
。

カ
ン
レ
キ
と
シ
ラ
ヌ
イ
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
合
図
で
も
あ
っ
た
。

「
行
く
ぞ
、
シ
ラ
ヌ
イ
！
」

「
了
解
、
カ
ン
レ
キ
殿
！
」

手
鏡
型
ミ
サ
イ
ル
を
カ
ン
レ
キ
、
シ
ラ
ヌ
イ
其
々
、
３
０
発
発
射
し
た
。

二
代
目
ロ
ン
ヴ
は
、
避
け
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
よ
け
き
れ
ず
襲
わ
れ
て
跡
形

も
な
く
消
え
た
。
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こ
の
結
果
、
元
素
１
１
２
柱
は
、
研
究
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

「
も
っ
と
強
い
者
は
お
ら
ん
の
か
？
」

「
強
い
奴
な
ら
俺
の
と
こ
ろ
に
い
ま
す
。
」

「
そ
れ
は
一
体
誰
な
ん
だ
イ
リ
ジ
ウ
ム
？
」

「
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
で
す
。
」

「
そ
い
つ
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
攻
撃
力
だ
？
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
以
上
カ
ン
レ
キ
未
満
で
す
。
」

「
な
ら
い
い
だ
ろ
う
。
そ
い
つ
に
任
務
書
を
出
し
て
こ
い
。
」

「
了
解
！
」

元
素
１
１
２
柱
は
何
を
企
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
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シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ま
だ
気
付
き
も
し
な
か
っ
た
。
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第
七
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
勝
利
（
後
書
き
）

次
回
は
、
第
八
話
　
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
超
強
い
。
お
楽
し
み
に
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第
八
話
　
　
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
超
強
い

任
務
書
を
渡
さ
れ
た
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
も
の
凄
い
喜
び
と
と
も
に

鍛
え
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
で
あ
る
為
、
肉
体
を
鍛
え
る
と
い
う
意
味
は
、
通
用
す
る
の
だ
ろ
う

か
？

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
惑
星
カ
ト
リ
ー
ゼ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
た
。

「
変
身
！
」

戦
闘
機
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
に
変
形
し
た
シ
ラ
ヌ
イ
は
、
暴
走
列
車
を
食
い
止
め
た
。

「
ヒ
ー
ロ
ー
っ
て
い
う
の
も
、
結
構
面
白
い
ね
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
一
件
が
落
着
す
る
と
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
戦
闘
機
に
変
形
し
て
、
惑

星
を
出
た
。

し
か
し
、
シ
ラ
ヌ
イ
か
ら
３
億
?
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
小
型
戦
闘
ロ
ボ
ッ
ト

と
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
が
い
た
。

「
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
よ
。
先
に
シ
ラ
ヌ
イ
を
見
つ
け
て
こ
い
。
た
だ
し
殺
す

ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
。
俺
が
た
っ
ぷ
り
い
た
ぶ
っ
て
や
る
か
ら
な
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
」

８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
、
笑
っ
て
い
た
。
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シ
ラ
ヌ
イ
は
、
５
０
ｍ
の
小
天
体
の
裏
側
に
隠
れ
た
。

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
存
在
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。

「
な
ん
で
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
る
ん
だ
？
」

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
気
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
小
天
体
の
と
こ
ろ
で
待
機
を
し
て
い

た
。

戦
闘
機
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
に
変
形
し
て
、
戦
闘
態
勢
に
入
り
始
め
た
シ
ラ
ヌ
イ
。

８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
が
や
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。

「
馬
鹿
者
！
も
っ
と
探
せ
小
天
体
の
と
こ
ろ
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
の
位
置
が
ば
れ
て
し
ま
っ
た
。
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第
八
話
　
　
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
超
強
い
（
後
書
き
）

次
回
　
第
九
話
　
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
。
お
楽
し
み
に
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第
九
話
　
　
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
（
前
書
き
）

８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
を
撃
退
す
る
力
は
見
つ
か
る
の
か
？
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第
九
話
　
　
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
Ａ

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
必
死
に
逃
げ
た
。

８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
命
令
を
し
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
を
捕
ま
え
ろ
！
た
だ
し
殺
す
な
！
俺
が
い
た
ぶ
っ
て
や
る
か
ら
な
。

」小
型
ロ
ボ
ッ
ト
達
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
に
近
づ
い
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
利
用
し
た
。

「
何
だ
あ
れ
は
？
」

シ
ラ
ヌ
イ
の
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
は
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
一
掃
し
た
。

８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
槍
を
投
げ
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
の
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
は
、
そ
の
槍
を
砕
く
ほ
ど
硬
い
シ
ー
ル
ド
の

役
割
を
果
た
し
た
。

「
な
ん
だ
そ
の
力
は
？
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
に
言
っ
た
。

「
此
の
力
に
お
前
の
力
は
相
当
し
な
い
。
お
前
が
降
参
す
る
の
な
ら
、
俺
は
お

前
に
手
錠
を
掛
け
る
。
」
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シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ミ
サ
イ
ル
を
放
っ
た
。

こ
れ
も
ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
に
よ
っ
て
塞
が
れ
た
。

「
畜
生
、
貴
様
を
生
き
た
状
態
で
ゼ
ン
ジ
ュ
ロ
ン
様
に
渡
す
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

こ
こ
で
殺
し
て
く
れ
る
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
右
肩
に
あ
る
バ
ズ
ー
カ
を
ソ
ー
ド
に
し
た
。

「
こ
れ
で
、
君
の
行
動
を
見
切
る
。
シ
ラ
ヌ
イ
セ
イ
バ
ー
！
」

８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
に
と
っ
て
彼
は
脅
威
で
あ
る
。
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第
九
話
　
　
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
話
　
信
じ
ら
れ
な
い
行
動
。
お
楽
し
み
に
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第
十
話
　
信
じ
ら
れ
な
い
行
動

８
０
０
０
ー
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
に
襲
い
か
か
っ
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
セ
イ
バ
ー
が
勢
い
よ
く
、
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
の
身
体
を
削

っ
た
。

「
く
そ
、
こ
い
つ
め
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
使
っ
て
見
事
に
色
々
な
攻
撃
か
ら
身
を

守
っ
て
い
た
。

「
こ
の
ま
ま
、
一
気
に
攻
め
る
か
。
」

冷
静
に
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
の
行
動
も
読
ん
で
い
る
シ
ラ
ヌ
イ
に
は
怖

い
者
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

「
こ
れ
で
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
の
右
腕
を
破
損
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
容
易
な
ん

だ
が
？
」

ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
が
斧
の
形
に
な
っ
た
。

８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
は
、
右
腕
に
パ
ワ
ー
を
た
め
て
シ
ラ
ヌ
イ
を
殴
ろ

う
と
瞬
間
、
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
の
右
腕
の
部
分
が
切
断
さ
れ
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
８
０
０
０
－
ボ
ク
リ
シ
ョ
ウ
か
ビ
ビ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
左
腕

に
手
錠
を
か
け
た
。

「
し
ま
っ
た
！
」
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「
こ
れ
で
チ
ェ
ッ
ク
メ
イ
ト
だ
。
」
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第
十
話
　
信
じ
ら
れ
な
い
行
動
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
一
話
　
　
厄
介
な
敵
と
そ
の
軍
団
図
。
お
楽
し
み
に
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第
十
一
話
　
厄
介
な
敵
と
そ
の
軍
団
図
（
前
書
き
）

感
想
く
れ
た
ら
幸
い
で
す
。
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第
十
一
話
　
厄
介
な
敵
と
そ
の
軍
団
図

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
元
の
基
地
に
戻
っ
て
カ
ン
レ
キ
と
出
会
っ
た
。

「
カ
ン
レ
キ
殿
、
何
か
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
っ
て
本
当
で
す
か
？
」

「
あ
あ
、
シ
ラ
ヌ
イ
こ
れ
を
見
て
く
れ
。
」

一
つ
の
デ
ー
タ
が
シ
ラ
ヌ
イ
の
目
の
前
に
置
か
れ
た
。

「
こ
れ
は
、
一
体
？
」

「
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
デ
ー
タ
だ
。
リ
ー
ダ
ー
は
、
デ
ス
カ
イ
ダ

か
ら
菅
―
湯
と
い
う
も
の
に
変
わ
っ
て
い
る
。
君
が
今
ま
で
戦
っ
て
い
た
の
は
、

第
六
軍
で
あ
る
。
」

「
つ
ま
り
、
第
六
軍
を
う
ま
く
殲
滅
す
れ
ば
良
い
こ
と
で
す
か
？
」

「
そ
う
簡
単
に
殲
滅
は
無
理
だ
。
第
六
軍
の
リ
ー
ダ
ー
が
厄
介
ら
し
い
。
」

「
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
？
」

「
実
は
、
第
六
軍
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
相
当
気
が
荒
い
ら
し
く
、
部
下
に
た
い
し

て
た
だ
の
荒
く
使
っ
て
も
壊
れ
な
い
チ
ェ
ス
の
駒
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
」

「
そ
れ
は
、
ひ
ど
い
こ
と
で
す
ね
。
」

し
か
し
、
此
の
リ
ー
ダ
ー
に
関
し
て
は
、
厄
介
な
力
を
持
っ
て
い
た
。
ア
ル
フ
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ァ
フ
ォ
ー
ス
で
は
な
く
、
ヘ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー
＆
タ
ー
ゲ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。

シ
ラ
ヌ
イ
に
は
、
ま
だ
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
覚
醒
さ
せ
て
い
な
い
事
や
相
棒

が
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
か
な
り
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
此
の
大
群
は
、
カ
ン
レ
キ
司
令
官
。
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
集
団

が
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星
に
攻
め
て
き
ま
す
。
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
よ
。
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
完
全
開
放
し
て
覚
醒
す
る
の
だ
。
」

「
僕
に
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」

「
君
に
な
ら
、
そ
の
強
さ
で
い
け
る
。
」
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第
十
一
話
　
厄
介
な
敵
と
そ
の
軍
団
図
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
二
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
覚
醒
。
お
楽
し
み
に
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第
十
二
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
覚
醒
（
前
書
き
）

ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
全
開
に
し
た
シ
ラ
ヌ
イ
。
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第
十
二
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
覚
醒

「
君
に
な
ら
、
そ
の
強
さ
で
い
け
る
。
」

そ
う
言
わ
れ
た
シ
ラ
ヌ
イ
は
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
考
え
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
殿
、
敵
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
」

「
あ
あ
、
全
員
戦
闘
準
備
を
用
意
し
ろ
。
敵
よ
り
先
に
攻
撃
し
た
方
が
一
番
の

得
策
だ
！
」

敵
軍
は
、
第
六
軍
の
リ
ー
ダ
ー
と
一
緒
に
い
た
。

「
お
前
等
、
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
の
攻
撃
態
勢
を
確
認
し
た
か
？
」

「
ど
う
や
ら
、
攻
撃
ス
タ
ン
バ
イ
を
完
了
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
」

「
馬
鹿
野
郎
！
い
い
さ
、
一
気
に
殲
滅
し
て
や
る
。
こ
ち
ら
も
攻
撃
態
勢
ス
タ

ン
バ
イ
だ
！
」

「
了
解
。
」

ネ
メ
シ
ス
・
オ
ー
ト
は
、
ス
ガ
ー
ユ
に
交
信
し
て
い
た
。

「
ど
う
し
た
ネ
メ
シ
ス
・
オ
ー
ト
？
」

「
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
の
奴
等
、
総
攻
撃
で
攻
め
て
き
ま
す
。
」

一
方
、
シ
ラ
ヌ
イ
は
・
・
・
・
・
・
・
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「
シ
ラ
ヌ
イ
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
完
全
開
放
！
シ
ラ
ヌ
イ
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド

！
」

カ
ン
レ
キ
は
、
ハ
バ
ロ
ン
と
ヨ
ズ
プ
イ
ム
と
合
体
し
て
、
大
型
戦
士
に
な
っ
て

い
た
。

敵
を
倒
す
た
め
に
は
、
戦
略
が
命
懸
け
に
な
る
。

第
六
軍
と
の
激
突
が
熱
く
に
な
り
そ
う
だ
。
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第
十
二
話
　
　
シ
ラ
ヌ
イ
覚
醒
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
三
話
　
　
第
六
軍
の
副
リ
ー
ダ
ー
。
お
楽
し
み
に
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第
十
三
話
　
第
六
軍
の
副
リ
ー
ダ
ー
（
前
書
き
）

シ
ラ
ヌ
イ
と
カ
ン
レ
キ
の
パ
ワ
ー
が
第
六
軍
に
響
く
。
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第
十
三
話
　
第
六
軍
の
副
リ
ー
ダ
ー

第
六
軍
は
、
ネ
メ
シ
ス
・
オ
ー
ト
の
命
令
を
き
か
な
い
か
ぎ
り
行
動
を
取
ら
な

い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
・
・
・
・

「
あ
い
つ
ら
、
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
ま
し
た
よ
。
」

ど
う
も
、
副
リ
ー
ダ
ー
が
攻
撃
命
令
を
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

第
六
軍
副
リ
ー
ダ
ー
、
メ
ル
ト
ウ
ー
ク
は
、
第
六
軍
の
戦
士
達
に
命
令
を
出
し

て
い
た
。

「
リ
ー
ダ
ー
の
代
わ
り
だ
。
撃
て
―
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
と
カ
ン
レ
キ
は
、
第
六
軍
の
戦
艦
を
ぶ
ち
破
っ
て
現
れ
た
。

敵
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
を
見
つ
け
て
攻
撃
し
よ
う
と
し
た
が
、
冷
静
な
る
ア
ル
フ
ァ

フ
ォ
ー
ス
で
敵
を
沈
め
た
。

カ
ン
レ
キ
は
、
メ
ル
ト
ウ
ー
ク
と
闘
い
を
始
め
た
。

「
死
ね
、
カ
ン
レ
キ
！
」

「
一
気
に
落
と
さ
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ネ
メ
シ
ス
・
オ
ー
ト
を
見
つ
け
た
。

「
貴
様
等
、
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
な
ん
か
皆
殺
し
だ
！
覚
悟
し
や
が
れ
！
」
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「
冷
静
な
る
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
よ
。
私
に
最
高
の
キ
ャ
ノ
ン
砲
を
持
た
せ
た

ま
え
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
キ
ャ
ノ
ン
砲
を
手
に
し
た
。

カ
ン
レ
キ
も
苦
戦
し
な
が
ら
戦
っ
て
い
た
。
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第
十
三
話
　
第
六
軍
の
副
リ
ー
ダ
ー
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
四
話
　
第
六
軍
壊
滅
。
お
楽
し
み
に
。
も
う
ひ
と
つ
次
回
で
第
六

軍
篇
が
終
わ
り
ま
す
。
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第
十
四
話
　
　
第
六
軍
壊
滅
（
前
書
き
）

第
六
軍
篇
が
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
。
次
は
、
第
九
軍
篇
に
突
入
し
ま
す
。
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第
十
四
話
　
　
第
六
軍
壊
滅

カ
ン
レ
キ
も
メ
ル
ト
ウ
ー
ク
の
攻
撃
を
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
使
っ
て
、
盾
に

し
た
り
攻
撃
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

「
貴
様
な
ん
か
、
す
ぐ
に
あ
の
世
に
送
っ
て
や
る
か
ら
抵
抗
す
る
な
。
」

カ
ン
レ
キ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
メ
ル
ト
ウ
ー
ク
に
ぶ
つ
け
た
。

メ
ル
ト
ウ
ー
ク
は
、
身
体
が
粉
々
に
な
っ
た
、

一
方
、
シ
ラ
ヌ
イ
は
・
・
・
・
・

ネ
メ
シ
ス
・
オ
ー
ト
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
の
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
で
作
り
上
げ
た
キ

ャ
ノ
ン
砲
を
見
て
い
た
。

「
冷
静
な
る
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
力
を
見
せ
て
や
る
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
キ
ャ
ノ
ン
砲
を
発
砲
し
た
。

ネ
メ
シ
ス
・
オ
ー
ト
は
、
避
け
て
い
た
が
、
被
弾
し
て
し
ま
っ
た
。

顔
が
半
分
無
く
な
っ
て
い
た
。

ネ
メ
シ
ス
・
オ
ー
ト
は
意
識
が
薄
く
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
彼
は
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
の
九
人
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
と
カ
ン
レ
キ
は
、
そ
の
あ
と
別
れ
た
。
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第
十
四
話
　
　
第
六
軍
壊
滅
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
五
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
に
迫
り
く
る
影
。
お
楽
し
み
に
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第
十
五
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
に
迫
り
く
る
影
（
前
書
き
）

シ
ラ
ヌ
イ
に
近
づ
い
て
く
る
も
の
と
は
。
結
構
短
い
で
す
。
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第
十
五
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
に
迫
り
く
る
影

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
つ
か
の
間
の
休
憩
を
と
っ
て
い
た
。

「
敵
の
確
認
を
し
と
か
な
け
れ
ば
な
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
変
形
し
て
、
そ
こ
ら
中
を
飛
び
回
っ
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
あ
る
反
応
に
気
が
つ
い
た
。

「
ヴ
ィ
ー
コ
ン
軍
団
だ
な
。
よ
し
っ
１
分
で
決
着
付
け
て
や
る
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ミ
サ
イ
ル
を
１
０
発
撃
っ
た
。

ヴ
ィ
ー
コ
ン
は
、
次
第
に
数
を
増
し
て
い
た
。

中
に
は
、
変
形
し
て
シ
ラ
ヌ
イ
に
襲
い
か
か
っ
た
。

「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
！
シ
ラ
ヌ
イ
ブ
レ
ー
ド
！
」

ヴ
ィ
ー
コ
ン
軍
団
を
次
々
と
一
刀
両
断
し
て
い
っ
た
。

「
数
が
多
い
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
を
追
い
か
け
る
謎
の
影
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。

「
あ
の
お
方
を
あ
の
ま
ま
に
し
て
は
い
け
な
い
。
」
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第
十
五
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
に
迫
り
く
る
影
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
六
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
相
棒
誕
生
。
お
楽
し
み
に
！



57

第
十
六
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
相
棒
誕
生
（
前
書
き
）

シ
ラ
ヌ
イ
に
相
棒
が
、
そ
し
て
テ
ラ
ー
コ
ン
５
０
体
が
襲
来
。
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第
十
六
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
相
棒
誕
生

シ
ラ
ヌ
イ
ブ
レ
ー
ド
を
右
腕
に
持
っ
て
戦
っ
て
い
る
シ
ラ
ヌ
イ
は
、
次
第
に
ま

ず
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

「
数
が
多
す
ぎ
て
、
き
り
が
な
い
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
赤
紫
色
の
閃
光
が
ヴ
ィ
ー
コ
ン
軍
団
を
つ
ぶ
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
目
撃
し
た
。

「
何
だ
？
」

「
あ
な
た
の
サ
イ
ド
に
就
く
、
ア
ラ
ー
ト
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ヴ
ィ
ー
コ
ン
の
生
き
残
り
を
見
つ
け
た
。

「
気
を
つ
け
ろ
。
ま
だ
生
き
残
り
が
い
る
。
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
様
、
一
緒
に
戦
い
ま
し
ょ
う
。
」

「
あ
あ
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
ヴ
ィ
ー
コ
ン
を
片
づ
け
た
。

だ
が
、
ヴ
ィ
ー
コ
ン
以
外
に
も
テ
ラ
ー
コ
ン
が
い
る
こ
と
に
ま
だ
気
が
つ
か
な

い
。

「
ど
う
や
ら
、
シ
ラ
ヌ
イ
に
相
棒
が
で
き
た
よ
う
だ
な
。
」
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ニ
ビ
リ
ア
は
、
第
五
軍
に
連
絡
を
し
た
。

「
窓
際
部
隊
が
、
何
の
用
だ
。
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
に
相
棒
が
で
き
た
み
た
い
だ
。
気
を
つ
け
ろ
！
」

「
ご
忠
告
、
あ
り
が
と
う
。
窓
際
部
隊
の
一
人
、
た
だ
し
お
前
は
来
る
な
！
」

第
五
軍
リ
ー
ダ
ー
、
フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
は
、
ニ
ビ
リ
ア
の
こ
と
が
大
嫌
い
ら
し

い
。
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第
十
六
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
相
棒
誕
生
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
七
話
　
危
険
信
号
！
第
五
軍
の
作
戦
。
お
楽
し
み
に
！
次
回
は
、

フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
と
ニ
ビ
リ
ア
が
な
ぜ
、
犬
猿
の
仲
な
の
か
？
と
い
う
過
去
話

が
出
て
き
ま
す
。
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第
十
七
話
　
　
危
険
信
号
！
第
五
軍
の
作
戦
（
前
書
き
）

フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
と
ニ
ビ
リ
ア
の
関
係
が
明
ら
か
に
！
短
め
で
す
。
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第
十
七
話
　
　
危
険
信
号
！
第
五
軍
の
作
戦

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
テ
ラ
ー
コ
ン
や
ヴ
ィ
ー
コ
ン
集
団
を
一
掃
し
て
い

た
。

「
こ
れ
で
全
部
だ
な
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
一
服
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
は
、
仲
間
を
連
れ
て
い
た
。

「
フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
殿
、
な
ぜ
、
ニ
ビ
リ
ア
と
い
う
阿
呆
と
犬
猿
の
仲
な
ん
で

す
か
？
」

フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
の
部
下
の
一
人
、
ス
ペ
ー
ド
ス
ト
ー
ム
が
話
し
た
。

「
大
体
、
お
前
な
重
箱
の
隅
を
突
く
よ
う
な
質
問
す
る
な
よ
！
」

「
す
み
ま
せ
ん
。
で
も
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
」

「
し
ょ
う
が
な
い
。
理
由
は
、
た
だ
一
つ
、
も
つ
れ
に
よ
る
喧
嘩
だ
よ
。
」

ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
仲
間
が
も
つ
れ
を
起
こ
し
て
、
喧
嘩
を
し
た

こ
と
が
理
由
で
犬
猿
の
仲
に
な
る
の
は
、
よ
く
あ
る
の
だ
が
・
・
・

そ
れ
が
原
因
で
、
ニ
ビ
リ
ア
は
、
窓
際
部
隊
に
所
属
さ
れ
た
可
能
性
は
大
い
に

あ
り
う
る
。
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第
十
七
話
　
　
危
険
信
号
！
第
五
軍
の
作
戦
（
後
書
き
）

次
回
　
　
第
十
八
話
　
第
五
軍
襲
来
！
。
お
楽
し
み
に
！
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第
十
八
話
　
第
五
軍
襲
来
！
（
前
書
き
）

第
五
軍
が
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星
に
襲
来
し
始
め
た
。
短
め
で
す
。
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第
十
八
話
　
第
五
軍
襲
来
！

フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
率
い
る
第
五
軍
は
、
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星
を
見
て
い
た
。

「
こ
の
星
を
我
々
が
攻
め
る
ん
す
か
。
」

「
当
た
り
前
だ
。
リ
ー
プ
ダ
イ
レ
ク
ト
。
」

第
五
軍
は
１
１
体
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
力
が
未
知
数
な
の
が
困
る
こ
と
だ
が
シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
に
と

っ
て
ど
う
作
戦
を
と
る
つ
も
り
な
の
か
？

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星
に
戻
る
最
中
で
あ
っ
た
。

「
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
第
五
軍
の
お
出
ま
し
の
よ
う
だ
。
」

「
一
気
に
叩
き
ま
し
ょ
う
。
」

「
あ
あ
、
そ
う
し
た
い
。
シ
ラ
ヌ
イ
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド
！
」

ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
鎧
を
纏
っ
た
シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ラ
ー
ト
と
の
作
戦
で
二

手
に
分
か
れ
て
攻
撃
す
る
作
戦
の
よ
う
だ
。

フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
は
、
第
五
軍
の
１
０
体
に
命
令
を
し
た
。

「
侵
略
を
始
め
ろ
！
」

「
イ
ェ
ッ
サ
ー
！
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
！
」
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シ
ラ
ヌ
イ
は
、
し
ま
っ
た
と
い
う
表
情
し
た
。

「
ア
ラ
ー
ト
、
作
戦
変
更
だ
。
」

「
了
解
！
」
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第
十
八
話
　
第
五
軍
襲
来
！
（
後
書
き
）

次
回
　
第
十
九
話
　
放
て
！
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
。
お
楽
し
み
に
！
シ

ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
と
合
体
す
る
と
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド
。
ア
ラ
ー

ト
と
合
体
す
る
と
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
。
両
方
を
合
体
す
る
と
合
体
す
る
と
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
モ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。
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第
十
九
話
　
放
て
！
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド

「
ア
ラ
ー
ト
作
戦
変
更
だ
。
」

「
了
解
！
」

１
０
体
の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
テ
ラ
ー
コ
ン
だ
。

そ
の
う
ち
一
体
リ
ー
プ
ダ
イ
レ
ク
ト
で
あ
る
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
を
打
ち
殺
せ
！
」

「
お
う
！
」

テ
ラ
ー
コ
ン
達
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
に
発
砲
し
ま
く
っ
た
。

弾
幕
の
よ
う
に
飛
び
交
う
、
攻
撃
を
シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
避
け
ま
く
っ

た
。

「
く
そ
、
こ
の
ま
ま
で
は
。
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
さ
ん
、
合
体
し
ま
し
ょ
う
。
」

「
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
よ
、
ア
ラ
ー
ト
と
私
の
力
を
組
み
合
わ
せ
た
ま
え
。
」

「
う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
！
」
「
ア
ラ
ー
ト
！
」
「
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー

モ
ー
ド
！
」
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「
な
に
、
合
体
し
た
だ
と
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
に
立
ち
向
か
っ
た
９
体
の
テ
ラ
ー
コ
ン
。

「
死
ね
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
」

「
カ
タ
ル
シ
ス
・
バ
ー
ス
ト
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
の
攻
撃
が
９
体
の
テ
ラ
ー
コ
ン
を
つ
ぶ
し
た
。

リ
ー
プ
ダ
イ
レ
ク
ト
と
フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
に

立
ち
向
か
っ
た
。

「
リ
ー
ド
サ
イ
ン
！
」
「
バ
イ
オ
レ
ン
ス
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
！
」

二
人
の
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
攻
撃
を
軽
々
と
よ
け
る
シ
ラ
ヌ
イ
。

「
お
前
達
に
食
ら
わ
し
て
や
る
よ
。
聖
魔
天
楼
衝
撃
波
！
」

「
ま
ず
い
ぞ
！
」

フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
は
、
瞬
時
に
避
け
た
が
、
リ
ー
プ
ダ
イ
レ
ク
ト
は
、
よ
け
き

れ
な
か
っ
た
。

「
御
助
け
を
ー
！
」

リ
ー
プ
ダ
イ
レ
ク
ト
は
、
大
爆
発
し
た
。

そ
の
衝
撃
波
は
、
フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
に
当
た
っ
た
。
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フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
の
姿
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
た
。

「
く
っ
、
そ
ん
な
技
が
あ
っ
て
た
ま
る
か
！
」

「
ソ
ウ
ル
イ
ン
パ
ク
ト
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
！
」

「
な
に
ー
！
」

フ
ァ
イ
ア
キ
ル
ド
は
爆
発
し
て
消
滅
し
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
リ
ン
ク
オ
フ
し
た
。

「
よ
し
、
戻
る
か
。
」

「
は
い
っ
！
シ
ラ
ヌ
イ
さ
ん
。
」

二
人
は
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
し
て
自
ら
の
聖
地
へ
と
帰
っ
て
行
っ
た
。

し
か
し
、
ニ
ビ
リ
ア
は
、
何
や
ら
企
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

「
第
五
軍
、
全
滅
か
。
ふ
ふ
ふ
、
面
白
い
こ
と
に
な
っ
て
き
た
ぞ
。
」
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第
十
九
話
　
放
て
！
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
十
話
　
ニ
ビ
リ
ア
の
た
く
ら
み
。
お
楽
し
み
に
！
次
回
か
ら
、
第

五
軍
編
が
ニ
ビ
リ
ア
編
に
な
り
ま
す
。
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第
二
十
話
　
ニ
ビ
リ
ア
の
た
く
ら
み
（
前
書
き
）

ニ
ビ
リ
ア
編
突
入
！
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第
二
十
話
　
ニ
ビ
リ
ア
の
た
く
ら
み

ニ
ビ
リ
ア
は
、
エ
ネ
ル
ゴ
ン
ワ
イ
ン
を
飲
ん
で
い
た
。

「
ニ
ビ
リ
ア
様
、
ス
ガ
ー
ユ
を
裏
切
る
準
備
は
？
」

「
も
う
少
し
待
て
、
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星
を
制
圧
す
る
方
法
を
整
理
し
て
い
る
。
」

ニ
ビ
リ
ア
は
、
部
下
の
一
人
の
ヒ
ド
ラ
ト
ロ
ン
に
そ
う
伝
え
た
。

ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
と
ア
ポ
ロ
ト
ロ
ン
は
、
会
話
を
し
て
い
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
の
奴
、
着
々
と
進
化
し
て
い
る
。
」

「
我
々
の
力
が
届
か
な
く
な
る
可
能
性
大
だ
な
。
」

ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
の
悩
み
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
い
。

「
ス
ガ
ー
ユ
を
裏
切
ろ
う
と
し
て
い
る
ニ
ビ
リ
ア
様
を
ど
う
思
う
の
だ
？
」

「
俺
に
は
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
暇
が
あ
る
の
な
ら
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星

制
圧
を
考
え
ろ
！
」

「
ア
ポ
ロ
ト
ロ
ン
の
言
う
と
お
り
だ
な
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
達
に
と
っ
て
新
た
な
脅
威
が
近
づ
い
て
い
た
。
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第
二
十
話
　
ニ
ビ
リ
ア
の
た
く
ら
み
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
十
一
話
　
気
安
く
な
い
。
お
楽
し
み
に
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第
二
十
一
話
　
気
安
く
な
い

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星
の
周
り
を
周
回
し
て
い
た
。

「
敵
が
い
な
い
の
は
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
・
・
・
」

「
ア
ラ
ー
ト
、
何
か
良
か
ら
ぬ
こ
と
が
起
き
る
と
思
っ
て
い
る
の
か
。
」

「
は
い
、
宇
宙
が
い
つ
も
よ
り
も
静
か
す
ぎ
る
の
っ
て
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
か
シ

ラ
ヌ
イ
さ
ん
？
」

「
確
か
に
。
宇
宙
が
い
つ
も
よ
り
ま
し
て
静
か
す
ぎ
る
。
」

二
人
の
予
感
は
的
中
し
た
。

ア
ポ
ロ
ト
ロ
ン
と
カ
ロ
ン
ト
ロ
リ
ア
が
襲
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド
に
な
り
カ
ロ
ン
ト
ロ
リ
ア
に
攻
撃
を
仕
掛
け

た
。

「
私
に
攻
撃
す
る
な
ん
て
、
悪
い
奴
だ
ね
。
セ
ッ
ト
オ
ブ
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
攻
撃
を
避
け
た
。

ア
ラ
ー
ト
は
、
ア
ポ
ロ
ト
ロ
ン
の
攻
撃
を
避
け
て
い
た
。

「
貴
様
、
俺
の
攻
撃
を
避
け
る
な
ぞ
、
五
百
万
年
早
い
わ
。
」

「
そ
ん
な
に
待
っ
て
い
ら
れ
ま
す
か
！
」
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ア
ラ
ー
ト
の
右
拳
が
ア
ポ
ロ
ト
ロ
ン
に
命
中
し
た
。
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第
二
十
一
話
　
気
安
く
な
い
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
十
二
話
　
大
乱
闘
始
ま
る
。
お
楽
し
み
に
！
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第
二
十
二
話
　
大
乱
闘
始
ま
る

「
く
っ
、
攻
撃
が
命
中
し
た
。
」

カ
ロ
ン
ト
ロ
リ
ア
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
の
動
き
を
止
め
る
こ
と
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ

て
い
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
、
あ
な
た
が
死
ね
ば
私
達
は
宇
宙
を
支
配
で
き
る
の
だ
か
ら
。
」

「
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
貴
様
等
の
企
み
は
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
が
砕
く
！

ア
ラ
ー
ト
合
体
だ
。
」

「
了
解
！
シ
ラ
ヌ
イ
殿
。
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
、
ア
ラ
ー
ト
！
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
！
」

「
殺
っ
ち
ま
え
！
」

カ
ロ
ン
ト
ロ
リ
ア
と
ア
ポ
ロ
ト
ロ
ン
は
、
攻
撃
を
開
始
し
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
は
、
攻
撃
を
よ
け
な
が
ら
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
で

作
り
上
げ
た
弓
矢
を
持
っ
て
い
た
。

「
ア
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
ミ
ッ
ク
ス
バ
ー
ス
ト
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
弓
矢
を
連
続
撃
ち
し
た
。

弾
幕
の
如
く
飛
ん
で
く
る
弓
矢
は
、
ア
ポ
ロ
ト
ロ
ン
達
の
体
を
貫
通
さ
せ
た
。
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「
こ
ん
な
は
ず
で
は
・
・
・
」

ア
ポ
ロ
ト
ロ
ン
達
は
爆
発
し
て
消
え
た
。

ニ
ビ
リ
ア
は
、
自
分
の
仲
間
が
２
体
削
ら
れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
て
い
た
。

「
糞
っ
！
な
ぜ
だ
？
私
の
ど
こ
に
欠
点
が
あ
る
。
シ
ラ
ヌ
イ
殺
し
て
や
る
覚
悟

し
と
け
！
」
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第
二
十
二
話
　
大
乱
闘
始
ま
る
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
十
三
話
　
ヒ
ド
ラ
ト
ロ
ン
。
お
楽
し
み
に
！
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第
二
十
三
話
　
ヒ
ド
ラ
ト
ロ
ン

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
何
か
を
見
つ
け
た
。

大
き
さ
１
５
ｍ
の
小
惑
星
で
あ
る
。

「
何
か
お
か
し
い
ぞ
。
ア
ラ
ー
ト
！
」

「
罠
で
す
シ
ラ
ヌ
イ
殿
！
」

ヒ
ド
ラ
ト
ロ
ン
が
小
惑
星
を
砕
い
て
や
っ
て
き
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
を
確
認
。
ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
ア
ラ
ー
ト
ミ
サ
イ
ル
！
」

二
人
に
命
中
し
た
後
、
シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
体
勢
を
立
て
直
し
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
、
ア
ラ
ー
ト
！
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
！
」

「
合
体
し
た
と
こ
ろ
で
何
に
な
る
。
貴
様
は
弱
い
ん
だ
よ
！
」

赤
の
閃
光
が
ヒ
ド
ラ
ト
ロ
ン
の
左
手
の
指
を
削
ぎ
落
と
し
た
。

「
な
に
っ
！
」

「
次
は
青
の
閃
光
で
体
を
真
っ
二
つ
に
し
て
や
る
よ
。
う
り
ゃ
ー
！
」

青
い
閃
光
が
ヒ
ド
ラ
ト
ロ
ン
を
真
っ
二
つ
に
し
た
。

そ
し
て
大
爆
発
し
て
消
え
た
。
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ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
は
、
最
後
の
力
と
な
っ
て
い
た
。
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第
二
十
三
話
　
ヒ
ド
ラ
ト
ロ
ン
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
十
四
話
　
ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
の
暴
走
！
止
め
ろ
シ
ラ
ヌ
イ
。
お
楽
し

み
に
！
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第
二
十
四
話
　
ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
の
暴
走
！
止
め
ろ
シ
ラ
ヌ
イ

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ヴ
ィ
ー
コ
ン
と
テ
ラ
ー
コ
ン
を
倒
し
て
い
た
。

「
ア
ラ
ー
ト
、
用
意
は
い
い
か
？
」

「
い
つ
で
も
オ
ッ
ケ
ー
で
す
シ
ラ
ヌ
イ
殿
！
」

ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
を
食
い
止
め
る
作
戦
に
出
て
い
た
。

戦
い
は
順
調
に
シ
ラ
ヌ
イ
の
優
勢
だ
っ
た
が
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
暴
走
が

あ
る
と
し
て
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
か
ら
通
常
形
態
に
な
っ
た
時
、
ニ
ク
ス
ト
ロ
ン

が
そ
の
光
を
受
け
て
し
ま
い
巨
大
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
エ
ネ
ル
ゴ
ン
キ
ュ
ー
ブ
を
矢
に
変
え
た
。

「
こ
い
つ
で
、
一
気
に
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
に
反
応
さ
せ
て
大
爆
発
さ
せ
る
。
」

ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
は
暴
走
し
続
け
て
い
た
。

「
く
っ
、
動
く
な
よ
！
」

「
ア
ラ
ー
ト
、
冷
静
を
保
て
そ
う
す
れ
ば
ヒ
ッ
ト
す
る
。
」

「
分
か
っ
た
！
」

「
攻
撃
開
始
！
」

エ
ネ
ル
ゴ
ン
ア
ロ
ー
は
、
ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
に
当
た
り
大
爆
発
を
起
こ
し
た
。
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ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
は
い
な
く
な
っ
た
。

ニ
ビ
リ
ア
は
、
つ
い
に
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
達
を
皆
殺
し
に
す
る
！
」
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第
二
十
四
話
　
ニ
ク
ス
ト
ロ
ン
の
暴
走
！
止
め
ろ
シ
ラ
ヌ
イ
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
十
五
話
　
最
悪
の
強
さ
、
ニ
ビ
リ
ア
暴
走
モ
ー
ド
。
お
楽
し
み
に

！
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第
二
十
五
話
　
最
悪
の
強
さ
、
ニ
ビ
リ
ア
暴
走
モ
ー
ド

「
シ
ラ
ヌ
イ
達
を
皆
殺
し
に
し
て
や
る
！
」

ニ
ビ
リ
ア
は
、
怒
り
を
爆
発
さ
せ
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
達
は
、
ニ
ビ
リ
ア
の
状
況
を
見
た
。

「
ア
ラ
ー
ト
、
此
処
は
少
し
ず
つ
攻
撃
を
加
え
て
行
こ
う
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
シ
ラ
ヌ
イ
殿
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
紫
の
閃
光
が
弾
幕
の
よ
う
に
飛
び
交
う
の
を
見
て

避
け
て
い
た
。

「
こ
ん
な
に
撃
っ
て
く
る
と
は
。
」

「
か
な
り
危
な
い
で
す
ね
。
」

「
合
体
し
て
、
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
に
な
ろ
う
。
」

「
分
か
っ
た
。
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
、
ア
ラ
ー
ト
！
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
！
」

ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
に
な
っ
た
シ
ラ
ヌ
イ
だ
が
、
ニ
ビ
リ
ア
暴
走
モ
ー
ド
を
足
止

め
し
に
く
い
状
況
で
あ
っ
た
。

「
く
っ
、
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
で
も
こ
の
程
度
な
の
か
。
」
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「
死
ね
死
ね
死
ね
死
ね
、
シ
ラ
ヌ
イ
キ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
」
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第
二
十
五
話
　
最
悪
の
強
さ
、
ニ
ビ
リ
ア
暴
走
モ
ー
ド
（
後
書
き
）

次
回
第
二
十
六
話
狂
気
の
笑
い
声
を
止
め
ろ
！
シ
ラ
ヌ
イ
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
モ

ー
ド
！
。
お
楽
し
み
に
！
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第
二
十
六
話
　
狂
気
の
笑
い
声
を
止
め
ろ
！
シ
ラ
ヌ
イ
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
モ
ー
ド
！

「
シ
ラ
ヌ
イ
、
貴
様
を
殺
す
！
キ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
！
」

紫
の
ビ
ー
ム
が
シ
ラ
ヌ
イ
を
襲
う
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
体
制
が
不
利
だ
。
」

「
落
ち
れ
落
ち
れ
！
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ス
ト
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
の
左
肩
が
一
部
破
損
し
た
。

「
ま
ず
い
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
力
で
相
手
を
吹
き
飛
ば
す
。
」

「
死
に
や
が
れ
シ
ラ
ヌ
イ
！
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
モ
ー
ド
！
」

「
な
に
っ
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
に
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
が
一
つ
合
体
し
て
出
来
上
が
っ
た
姿
。

そ
の
強
さ
は
は
た
し
て
吉
と
出
る
の
か
？
凶
と
出
る
の
か
？

「
不
知
火
火
焔
濁
！
」

し
ら
ぬ
い
か
え
ん
だ
く

シ
ラ
ヌ
イ
の
両
肩
の
キ
ャ
ノ
ン
砲
か
ら
炎
の
ビ
ー
ム
が
放
た
れ
た
。

ニ
ビ
リ
ア
に
命
中
し
て
、
右
手
の
一
部
を
破
壊
し
た
。
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「
畜
生
！
粉
々
に
し
て
や
る
び
っ
く
り
ぐ
ら
ぁ
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
左
手
か
ら
剣
を
取
り
出
し
た
。

「
エ
リ
シ
オ
ン
ブ
レ
ー
ド
！
」

「
一
気
に
行
く
ぞ
！
」

「
滅
べ
滅
べ
滅
べ
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
剣
を
振
り
翳
す
と
ニ
ビ
リ
ア
を
真
っ
二
つ
に
し
た
。

「
こ
れ
で
ニ
ビ
リ
ア
は
滅
ん
だ
な
。
」
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第
二
十
六
話
　
狂
気
の
笑
い
声
を
止
め
ろ
！
シ
ラ
ヌ
イ
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
モ
ー
ド
！
（
後
書
き
）

次
回
第
二
十
七
話
第
七
軍
接
近
。
お
楽
し
み
に
！
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第
二
十
七
話
　
第
七
軍
接
近

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ラ
ー
ト
と
も
に
急
い
で
サ
イ
バ
ト
ロ
ン
星
に
戻
る
こ
と
に
し

た
。

第
七
軍
が
近
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
殿
、
今
回
は
ま
ず
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ね
。
」

「
ひ
と
ま
ず
、
第
七
軍
を
倒
す
方
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
。
」

オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
達
を
集
め
た
シ
ラ
ヌ
イ
は
作
戦
実
行
の
知
ら
せ
を
し
た
。

「
い
い
か
、
此
の
作
戦
で
敵
軍
を
落
と
す
。
」

「
了
解
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
と
ア
ラ
ー
ト
は
、
外
を
見
回
す
と
次
第
に
近
付
く
第
七
軍
。

「
ア
ラ
ー
ト
、
確
認
し
て
く
れ
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
第
七
軍
の
数
は
６
２
万
体
で
す
。
」

「
そ
う
か
、
先
ほ
ど
の
作
戦
が
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
」
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第
二
十
七
話
　
第
七
軍
接
近
（
後
書
き
）

次
回
第
二
十
八
話
シ
ラ
ヌ
イ
の
あ
る
秘
策
。
お
楽
し
み
に
！
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第
二
十
八
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
あ
る
秘
策

シ
ラ
ヌ
イ
の
作
戦
は
、
意
外
と
単
純
で
は
あ
っ
た
。

敵
軍
が
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
に
囲
ま
れ
て
い
る
作
戦
で
あ
っ

た
。

し
か
し
こ
の
ま
ま
で
は
、
敵
軍
に
バ
レ
て
し
ま
う
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
殿
の
作
戦
は
良
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用
意
し
て
い
ま
す
ね
。
」

「
敵
軍
が
来
た
ぞ
！
す
ご
い
数
だ
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
使
っ
て
多
彩
な
方
法
で
敵
の
数
を
減
ら

す
こ
と
に
し
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
キ
ャ
ノ
ン
モ
ー
ド
！
」

「
ク
ラ
ル
ブ
レ
イ
ク
！
」

「
ど
ぅ
わ
ぁ
あ
ぁ
ぁ
あ
あ
！
」

６
０
万
体
に
減
っ
た
。

「
続
い
て
、
シ
ラ
ヌ
イ
バ
リ
ス
タ
モ
ー
ド
！
」

「
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
タ
ッ
ク
ル
！
」

敵
を
３
５
０
体
仕
留
め
て
行
っ
た
。
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「
ま
だ
ま
だ
、
シ
ラ
ヌ
イ
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
モ
ー
ド
！
」

「
ラ
イ
ト
リ
ン
グ
ス
リ
リ
ン
グ
！
」

１
万
５
千
体
ほ
ど
仕
留
め
た
。

「
よ
し
！
俺
達
も
シ
ラ
ヌ
イ
に
続
く
ぞ
。
」

「
お
お
ー
！
」

ア
ラ
ー
ト
は
シ
ラ
ヌ
イ
の
所
に
来
た
。

「
ア
ラ
ー
ト
、
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
に
な
る
こ
と
も
あ
る
が
準
備
は
。
」

「
い
つ
で
も
で
き
て
い
ま
す
。
シ
ラ
ヌ
イ
殿
。
」
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第
二
十
八
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
あ
る
秘
策
（
後
書
き
）

次
回
　
第
二
十
九
話
　
デ
ッ
ド
フ
ァ
ン
グ
の
危
険
な
罠
、
立
ち
上
が
れ
シ
ラ
ヌ

イ
。
お
楽
し
み
に
！

デ
ッ
ド
フ
ァ
ン
グ
と
い
う
初
登
場
の
オ
リ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
が
登
場
し
ま

す
。
名
前
通
り
相
手
を
つ
か
ん
で
死
に
追
い
や
る
と
い
う
危
険
な
奴
で
す
。
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第
二
十
九
話
　
デ
ッ
ド
フ
ァ
ン
グ
の
危
険
な
罠
、
立
ち
上
が
れ
シ
ラ
ヌ
イ

「
シ
ラ
ヌ
イ
」
「
ア
ラ
ー
ト
」
「
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー

ド
！
」

「
あ
れ
が
、
シ
ラ
ヌ
イ
の
力
か
。
俺
達
は
雑
魚
達
を
倒
す
ぞ
！
」

「
了
解
！
」

オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
達
は
、
敵
の
テ
ラ
ー
コ
ン
達
を
排
除
し
て
い
た
。

デ
ッ
ド
フ
ァ
ン
グ
と
い
う
ネ
メ
シ
ス
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
戦
士
は
、
シ
ラ
ヌ
イ

ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
を
見
て
い
た
。

「
来
た
か
、
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
。
喰
ら
え
デ
ッ
ド
デ
ス
ト
ロ
イ
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
軽
や
か
に
よ
け
よ
う
と
し
た
が
裏
目
に
出
て
い
た
。

「
く
っ
、
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
は
熱
き
闘
志
を
燃
や
し
始
め
た
。

「
う
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
」

ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
が
青
く
輝
い
た
。

「
な
に
！
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
モ
ー
ド
！
」
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「
進
化
の
力
を
見
せ
た
だ
と
。
無
駄
な
あ
が
き
を
。
」

「
ア
ル
セ
ク
ト
ス
ー
パ
ー
バ
ー
ス
ト
！
」

デ
ッ
ド
フ
ァ
ン
グ
に
命
中
し
て
、
両
腕
が
消
滅
し
た
。

「
な
っ
、
こ
の
ま
ま
で
は
・
・
・
」

「
行
く
ぞ
、
ア
ナ
ザ
ー
ビ
ク
ト
リ
ー
！
」

デ
ッ
ド
フ
ァ
ン
グ
は
、
首
だ
け
に
な
り
爆
発
し
た
。
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第
二
十
九
話
　
デ
ッ
ド
フ
ァ
ン
グ
の
危
険
な
罠
、
立
ち
上
が
れ
シ
ラ
ヌ
イ
（
後
書
き
）

次
回
　
第
三
十
話
第
七
軍
総
加
勢
、
カ
ン
レ
キ
レ
ジ
ェ
ン
ド
モ
ー
ド
再
び
。
お

楽
し
み
に
！

三
十
話
目
で
、
カ
ン
レ
キ
が
再
登
場
し
ま
す
。
し
か
も
ハ
バ
ロ
ン
と
ヨ
ズ
プ
イ

ム
も
登
場
し
て
レ
ジ
ェ
ン
ド
モ
ー
ド
に
ま
で
覚
醒
し
ま
す
。
勝
て
る
気
が
し
な

い
。
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第
三
十
話
　
第
七
軍
総
加
勢
、
カ
ン
レ
キ
レ
ジ
ェ
ン
ド
モ
ー
ド
再
び

第
七
軍
の
攻
撃
は
続
い
た
。

「
く
っ
、
シ
ラ
ヌ
イ
殿
の
戦
い
に
追
い
付
き
た
く
て
も
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ヴ
ィ
コ
ー
ン
集
団
を
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ド
の
状
態
で
数
を
削
っ
て

い
た
。

ア
ラ
ー
ト
は
、
ほ
か
の
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
戦
士
と
共
に
戦
っ
て
い
た
。

カ
ン
レ
キ
と
ヨ
ズ
プ
イ
ム
と
ハ
バ
ロ
ン
も
参
戦
し
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

「
あ
れ
だ
け
の
数
で
は
、
き
り
が
な
い
。
」

「
カ
ン
レ
キ
殿
、
此
処
は
や
は
り
我
々
も
行
く
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
」

「
よ
し
っ
、
こ
ち
ら
の
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
軍
と
一
緒
に
戦
う
ぞ
。
」

「
了
解
！
」

ア
イ
ス
ヴ
ォ
リ
オ
と
ブ
ラ
ッ
ド
ク
リ
ー
ム
と
ヘ
ル
ベ
ル
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
に
襲
い

か
か
っ
た
。

「
ア
ラ
ー
ト
、
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
だ
。
」

「
了
解
！
」

「
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
！
」
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し
か
し
、
３
体
の
攻
撃
に
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
は
受
け
て
し
ま
っ
た
。

「
く
っ
、
し
ま
っ
た
。
」

「
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
す
る
も
間
も
な
い
な
。
」

「
し
か
し
、
こ
っ
ち
に
な
ら
あ
る
。
」

「
カ
ン
レ
キ
、
ヨ
ズ
プ
イ
ム
、
ハ
バ
ロ
ン
。
リ
ン
ク
ア
ッ
プ
！
カ
ン
レ
キ
ア
ル

テ
ィ
メ
ッ
ト
モ
ー
ド
！
」

カ
ン
レ
キ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
と
合
体
し
た
。

「
カ
ン
レ
キ
レ
ジ
ェ
ン
ド
モ
ー
ド
！
」

「
何
だ
？
」

「
あ
れ
が
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
モ
ー
ド
。
」

カ
ン
レ
キ
レ
ジ
ェ
ン
ド
モ
ー
ド
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
の
所
へ
向
か

っ
た
。

「
大
丈
夫
か
。
」

「
大
丈
夫
で
す
。
カ
ン
レ
キ
殿
、
す
ご
い
姿
に
な
り
ま
し
た
ね
。
」

「
ふ
ふ
、
君
は
私
の
弟
子
だ
。
共
に
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
を
つ
ぶ
そ
う
で
は
な

い
か
。
」
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「
は
い
っ
！
」
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第
三
十
話
　
第
七
軍
総
加
勢
、
カ
ン
レ
キ
レ
ジ
ェ
ン
ド
モ
ー
ド
再
び
（
後
書
き
）

次
回
　
第
三
十
一
話
　
カ
ン
レ
キ
＆
シ
ラ
ヌ
イ
、
絆
の
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
ス
パ
ー

ク
。
お
楽
し
み
に
！

次
回
の
戦
い
方
が
ま
た
見
逃
せ
な
い
。
ど
う
い
う
展
開
に
な
る
か
は
お
楽
し
み

に
。
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第
三
十
一
話
　
カ
ン
レ
キ
＆
シ
ラ
ヌ
イ
、
絆
の
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
ス
パ
ー
ク

ア
イ
ス
ヴ
ォ
リ
オ
達
は
、
二
人
の
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
使
い
手
と
の
勝
負
に

挑
む
こ
と
に
な
っ
た
。

「
こ
い
つ
ら
、
不
味
い
な
。
カ
ン
レ
キ
に
シ
ラ
ヌ
イ
・
・
・
」

「
ど
ち
ら
も
勝
て
る
は
ず
の
な
い
相
手
で
す
ね
。
」

「
だ
が
、
や
る
し
か
な
い
な
。
」

「
あ
あ
！
」

ア
イ
ス
ヴ
ォ
リ
オ
達
は
、
素
早
い
行
動
で
カ
ン
レ
キ
と
シ
ラ
ヌ
イ
を
混
乱
さ
せ

よ
う
と
し
た
。

「
３
体
が
ど
ん
な
に
動
き
回
ろ
う
と
も
！
」

「
そ
れ
を
見
透
か
さ
れ
ば
、
一
巻
の
終
わ
り
だ
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
達
は
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
力
を
一
気
に
振
り
絞
っ
た
。

「
こ
れ
が
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
最
高
級
の
力
だ
！
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
ス
パ
ー
ク
！
」

電
気
の
形
に
変
わ
っ
た
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
が
、
ア
イ
ス
ヴ
ォ
リ
オ
達
を
し
び

れ
さ
せ
た
。

「
ぎ
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
ま
さ
か
こ
ん
な
力
が
あ
っ
た
の
か
。
」
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「
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
の
力
に
ね
じ
伏
せ
ら
れ
る
。
」

「
ス
ガ
ー
ユ
様
、
御
助
け
を
！
」

三
人
は
、
シ
ョ
ー
ト
し
た
後
、
大
爆
発
し
た
。

「
絆
の
力
な
ら
」
「
ど
ん
な
敵
で
も
倒
せ
る
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
と
カ
ン
レ
キ
は
、
拳
と
拳
を
合
わ
せ
た
。

「
ス
ガ
ー
ユ
と
い
う
破
壊
大
帝
を
倒
す
の
だ
よ
シ
ラ
ヌ
イ
。
」

「
師
匠
の
思
い
に
賛
同
し
ま
す
。
」
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第
三
十
一
話
　
カ
ン
レ
キ
＆
シ
ラ
ヌ
イ
、
絆
の
オ
ー
ト
ボ
ッ
ト
ス
パ
ー
ク
（
後
書
き
）

次
回
　
第
三
十
二
話
　
第
七
軍
リ
ー
ダ
ー
現
る
。
お
楽
し
み
に
！
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第
三
十
二
話
　
第
七
軍
リ
ー
ダ
ー
現
る

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
カ
ン
レ
キ
と
別
れ
た
後
、
相
棒
で
あ
る
ア
ラ
ー
ト
に
こ
う
告
げ

た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
進
化
す
る
時
か
も
し
れ
な
い
な
。
」

「
確
か
に
、
シ
ラ
ヌ
イ
殿
の
進
化
の
サ
ポ
ー
ト
は
自
分
に
任
し
て
く
だ
さ
い
。
」

「
よ
か
ろ
う
。
共
に
歩
も
う
。
」

「
了
解
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
達
は
、
第
七
軍
の
リ
ー
ダ
ー
を
討
伐
す
る
た
め
、
周
り
に
い
る
弱
い

敵
を
倒
し
て
い
っ
た
。

第
七
軍
リ
ー
ダ
ー
、
マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ

「
シ
ラ
ヌ
イ
の
奴
ら
、
つ
い
に
来
よ
っ
た
な
。
フ
フ
フ
フ
フ
。
い
い
お
も
て
な

し
を
し
て
や
る
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ラ
ー
ト
と
合
体
し
て
い
た
。

マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
は
、
最
初
の
仕
掛
け
を
用
意
し
て
い
た
。

「
こ
の
仕
掛
け
で
ま
ず
は
苦
し
め
る
。
」

そ
の
仕
掛
け
は
、
強
力
な
電
気
の
流
れ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
。
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第
三
十
二
話
　
第
七
軍
リ
ー
ダ
ー
現
る
（
後
書
き
）

次
回
　
第
三
十
三
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
怒
り
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
限
界
突
破
。

お
楽
し
み
に
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第
三
十
三
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
怒
り
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
限
界
突
破

ケ
ー
ブ
ル
を
し
か
け
た
マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
は
シ
ラ
ヌ
イ
達
が
引
っ
掛
か
る
の

を
待
っ
て
い
た
。

シ
ラ
ヌ
イ
ハ
イ
パ
ー
モ
ー
ド
は
、
ケ
ー
ブ
ル
に
気
が
つ
か
ず
絡
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。

「
し
ま
っ
た
。
う
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

「
ふ
ん
っ
、
そ
の
ま
ま
し
び
れ
て
動
け
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
殺
せ
ば
ス
ガ
ー

ユ
様
が
喜
ぶ
で
あ
ろ
う
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ラ
ー
ト
を
リ
ン
ク
オ
フ
し
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
殿
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ケ
ー
ブ
ル
を
つ
か
ん
で
捨
て
た
。

「
な
に
？
お
と
な
し
く
死
ん
で
い
ろ
！
リ
リ
ー
ズ
ハ
バ
ブ
レ
イ
ク
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
の
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
が
限
界
突
破
し
て
暴
走
開
始
し
始
め
た
。

「
ア
ル
フ
ァ
バ
ー
ス
ト
・
ロ
ン
ド
ブ
レ
イ
ダ
ー
！
」

マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
に
命
中
し
て
、
左
胸
の
塗
装
が
剥
が
れ
落
ち
た
。

「
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
が
完
全
解
放
状
態
に
な
っ
て
い
る
だ
と
。
こ
れ
は
厄
介

だ
な
。
」
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「
シ
ラ
ヌ
イ
殿
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
強
さ
が
と
て
つ
も
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
」

「
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
・
ボ
ム
ド
ロ
ッ
プ
キ
ャ
ノ
ン
！
」

マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
無
差
別
に
発
射
し
て
攻
撃
し
始
め
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
殿
、
ど
う
し
た
ん
だ
。
」

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
倒
さ
れ
る
の
も
時
間
の
問
題
だ
。
船

に
戻
る
か
。
」

し
か
し
そ
の
船
が
攻
撃
を
受
け
て
大
爆
発
し
た
。

「
な
っ
！
し
ま
っ
た
！
ぐ
う
ぅ
ぅ
！
」

マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
の
右
顔
が
無
く
な
っ
て
い
た
。
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第
三
十
三
話
　
シ
ラ
ヌ
イ
の
怒
り
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
限
界
突
破
（
後
書
き
）

次
回
第
三
十
四
話
暴
走
解
除
！
マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
大
爆
発
。
お
楽
し
み
に
！
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第
三
十
四
話
　
暴
走
解
除
！
マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
大
爆
発

「
ヴ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ

ォ
ォ
オ
オ
オ
オ
オ
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
の
声
が
獣
声
に
変
わ
っ
て
い
た
。

マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
は
シ
ラ
ヌ
イ
の
様
子
を
見
て
い
た
。

「
こ
の
様
子
、
嫌
な
予
感
が
す
る
。
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
を
取
り
押
さ
え
攻
撃
の
連
打
を
し
た
。

「
く
っ
、
こ
い
つ
制
御
で
き
ね
ぇ
の
か
。
」

「
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
ウ
！
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
を
完
全
解
放
し
て
巨
大
な
拳
に
し
た
。

カ
ン
レ
キ
は
そ
れ
に
気
が
つ
き
自
ら
の
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
で
落
ち
着
か
せ
る

こ
と
に
し
た
。

ア
ラ
ー
ト
は
、
唖
然
と
し
て
い
た
。

「
ま
さ
・
・
か
・
・
・
」

シ
ラ
ヌ
イ
は
、
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
の
光
で
マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
を
破
壊
し
た
。

カ
ン
レ
キ
は
ア
ル
フ
ァ
フ
ォ
ー
ス
で
シ
ラ
ヌ
イ
の
暴
走
を
止
め
た
。
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し
ば
ら
く
時
間
が
経
過
し
た
。

「
目
覚
め
た
か
シ
ラ
ヌ
イ
。
」

「
カ
ン
レ
キ
殿
。
」

「
お
前
は
暴
走
し
て
い
た
が
何
と
か
直
せ
た
。
」

「
す
み
ま
せ
ん
。
私
の
不
意
が
。
」

「
い
や
い
い
ん
だ
。
」

ア
ラ
ー
ト
は
、
シ
ラ
ヌ
イ
に
何
か
を
言
っ
た
。

「
シ
ラ
ヌ
イ
殿
、
ス
ガ
ー
ユ
と
い
う
破
壊
大
帝
は
ご
存
じ
で
し
よ
う
か
。
」

「
ス
ガ
ー
ユ
、
確
か
に
知
っ
て
い
る
が
・
・
・
」

「
彼
自
体
が
デ
ィ
セ
プ
テ
ィ
コ
ン
基
地
で
す
。
」

「
な
に
っ
！
」

こ
の
新
た
な
真
実
と
と
も
に
次
の
展
開
に
向
か
い
始
め
る
。
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第
三
十
四
話
　
暴
走
解
除
！
マ
グ
マ
ブ
レ
イ
ン
グ
大
爆
発
（
後
書
き
）

次
回
　
第
三
十
五
話
　
第
九
軍
は
３
つ
に
分
割
し
た
チ
ー
ム
。
お
楽
し
み
に
！

第
九
軍
編
Ｏ
Ｐ
主
題
歌
「
無
邪
気
な
る
残
酷
度
」

第
九
軍
編
Ｅ
Ｄ
主
題
歌
「
３
．
１
４
～
走
り
出
し
た
、
新
生
冷
静
曲
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

シラヌイ
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